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　模範演奏DVDの 視聴を併用 したピアノ弾 き歌いの遠隔 ・非対面指導を20余 名の学生に実施 し,指
導前後の演奏を比較分析 したところ,遠 隔指導者が助言を与えた演奏の多 くに改善が見 られた。ま
た,助 言の内容 と模範演奏DVD視 聴とを組み合わせて,自 身の演奏に気づきが生 じた学生にめざま
しい進歩が見 られることも明らかになった。一方,遠 隔 ・非対面指導では改善が見 られない事柄 も
判明し,ピ アノ実技 ブレンディッ ド・ラーニ ングの質保証のためには,非 対面助言の方法の工夫,
対面 レッス ンとの相互補完,eラ ーニング教材の模範演奏を視聴することによるイメージ形成 と音
の確認,注 釈付楽譜による指つかいの確認,eラ ーニング教材の定期的更新などが必要であるとい
う結論に至った。
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1.は じめに
　本学児童学科におけるピアノ弾き歌い実技 レッ
ス ンは2年 次の前期のみ開講されてお り,1人






足を補 う試みとして,ハ ー ド面ではかねて より
ML(ミ ュージックラボラ トリー)に よる集団
授業が,ソ フ ト面では練習 カルテ(今 泉,2004),
他者観察の導入(中 島,2002)な どが行われて
きたが,前 者は使いこなすには教員の負担が大




　他方,大 学教育の数多 くの領域でeラ ーニン
グが対面授業 を補完する形で取 り入れ られつつ
ある。授業内での工夫だけでは現状 を打開でき
ない と感 じた我 々は,ピ アノレッスンに もe
ラーニングを活用することはで きないかと考え.
リアルタイム(同 期)の 教室での授業 とeラ ー
ニングを組み合わせて教育の"質 保証"を 目指
す,ブ レンデ ィッド ・ラーニ ング(Blended




電子メール,掲 示板でのや り取 り,教 材の提供
などを行いながら,学 習者の演奏を電子的に記
録 し,演 奏分析 を行 うNet-CAPISと い う先駆
的な優れたシステム(鈴 木,2005)が あるが,
このシステムはMIDIを 使用 し,音 によって学生
の演奏を判断している。それ と比較 して,我 々
の実践の特徴 は動画像を取 り扱い,細 かな指の
動 きや演奏者の様子を確認で きることにある。
　我々は,ま ず2006・2007年 の2ヵ 年 にわたっ
て,児 童学科唯一のピアノ実技関連科 目 「児童
音楽1」(2年 次前期開講)に おいて,教 室で
の対面指導 と並行 して,延 べ200人 の学生 に自
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と並行 して,ピ アノ弾 き歌い模範演奏,声 楽模
範演奏 とワンポイントァ ドバイス,注 釈付楽譜,
より良い歌唱のためのFAQな どをeラ ーニ ン
グコンテンツとして制作 した(中 平他,K.　 T.
Nakahira　etc.,2008)。 その後,2008年4月 より,
「教員 ・保育者のためのピアノ実技eラ ーニ ン
グコース」 としてインターネッ ト配信 を開始 し
た(http://oberon.nagaokaut.ac.jp/kwu/piano/)。
　 しか し,演 奏映像 を提出す るという行為 自体
が一定の効果をもたらすことは示せたものの,
提出された映像に対 して何 らかのレスポ ンスを






チェックし,動 画による助言を加え,学 生 に返
却するとい う遠隔 ・非対面指導を実施すること
にした(同 時にピアノ弾 き歌い模範演奏のDVD
を配布 した)。 そ して,学 生にそれ らの映像 を
反復 して見るように促 し,一 定期間の自習後に























　 「児童音楽II」(3年 次前期開講)の 履修者26
名は,全 員が2年 次 に 「児童音楽1」 を受講 し
てお り,映 像録画 ・提 出の手順を習得している。






　の くまさん」(前 述の 「教員 ・保育者のた
　めのピアノ実技eラ ーニングコース」掲載
　曲)の 中か ら,任 意の曲(複 数曲可)を 練
　習するように指示 した。
② 履修者が練習室に設置 している録画装置
　 を使って自身の演奏を録画 し,提 出した。
③ 提出された演奏映像 を遠隔指導者が視聴
　 し,助 言(コ メ ントと実演)を 録画した。
④ 遠隔指導者 による助言映像 と模範演奏
　DVD(演 奏;東 京藝術大学准教授　山下









この装置は,富 士 フイルム(株)の 子会社,フ
ジノン(株)が 開発 した動画 コンテンツ作成 シ




接続 し,バ ーコー ド印刷を行えるようにし,映




発 達 教 育 学 部 紀 要
　学生は自身の演奏を撮影 し,複 数回撮影 した
場合 は再生 して内容確認を行い,最 も出来栄え
が良いと判断した演奏映像のバ0コ ー ドシール
を提出した。
　遠隔指導者(赤 羽美希)は 演奏映像を再生 さ
せ,そ れぞれの演奏に対す る助言を30～60秒 程
度 にまとめ,演 奏映像 に上書 き録画 した。そ




































































　非対面指導前後の映像 を比較 し,指 導後に改




































遠隔指導者 による上書 きコメン ト
"こ この前奏のペダルはにご りやすいので
,ペ ダル
を浅 く踏んで,ち ゃん と踏み変えて くだ さい。"
"こ こ の 歌 詞 の"ふっ て きて"と い う所 を,"ふ0て
きて 一"と 歌 わ ず に,"ふ っ て"と 歌 っ て くだ さ い ♂
"こ この左手で盛 り上げて ください。"
[指導者の映像 に切 り替 え,総 括的ア ドバイス]"この曲は叙情的な感じなので,音 が一個一個 とぎれ
ない ように,つ なげて弾いて ください。特 に左手は
…
..・'.と 切れずに塵 奪
とい う感 じで,ス ラ0,　　　　　　　　　　　この線のマークのつながっ
ているところを意識 して弾いてみて ください(実 演
付)。 あとは,歌 い出しをmp,小 さく弾いて,"ち ょ
ろちょろおがわが"と いうところで盛 り上げて弾 く
ようにすると,曲 に表情が出ると思います。"
























































































































































　模範演奏の軽快なテ ンポ,模 範演奏者 の左手
の軽さ,右 手 と左手の音量バ ランス,声 量の大
きさなどに気づいた。
・非対面指導後の2回 目のテイクでの変化




　模範演奏のスタッカー トの軽さ,口 の大 きさ,
姿勢,強 弱,ピ アノと声 との音量バ ランスなど
に気づいた。
・非対面指導後の2回 目のテイクでの変化




　 ピアノのタッチの優 しさ,右 手のスラー,強












(1)よ り具体的な簡潔 で,明 確な指示
　 "左手だけを取 り出して練習 して ください",
"歌詞の意味 を考えて強弱をつけるといいと思
う"と いった抽象的な助言では改善しに くい。
助言 はより具体的に,そ の助言を手がか りとし
て模範演奏DVDを 見るように促 し,具 体的に
どのように練習すべ きかを,遠 隔指導者が言葉
だけではなく,実 演で提示する。








が見 られないため,"ペ ダルは全部踏み込 まず,
半分 くらいの深 さで踏みましょう"な どと言 う
べ きかもしれない。
　 また,良 い例,悪 い例を実際に演奏 して,並
べて提示するとわか りやすいだろう。(た だし,
極端 にや らないと違いがわか りに くい。)
(2)予 想 される悪影響 を述べる
　 3.2(2)で 述べた他の箇所への悪影響,つ ま
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　　　　　　　　　　　
り,注 意 した事柄のや りすぎや,ピ アノの音量
に注意を傾けると歌声 まで小 さくなる,ス ラー
やアーティキュレーションを意識するとテンポ
が遅 くなるなど,陥 りやすい点をあらか じめ伝










　助言者が多 くの箇所 に対 して指摘 しす ぎると,
指摘されなかった箇所 に関して注意を払わな く
なる傾向がある。ポイン トを絞って助言す ると



























































発 達 教 育 学 部 紀 要






















演奏の初心者 は,助 言の中に出て くる用語の意
味がわか らないため,改 善に結びつかない。対












　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　　　　　　　　　　
学生,改 善はしたがや りす ぎの学生,改 善はし
たが注意点を気にしす ぎて他 に悪い箇所が生 じ




　 こうした状況は通常の対面レッスンで も起 こ
ることであ り,1回 の遠隔指導(と 模範演奏
DVD配 布)に よって助言のほぼ半分は改善 し,
3.2(1)で まとめたように,遠 隔 ・非対面指導
によって演奏 に改善が見られる事柄 を解明でき
たことは大 きな成果だった。また,助 言の内容
と模範演奏DVD視 聴 とを組み合 わせて,自 身
の演奏に気づきが生 じた学生にめざましい進歩
が見 られることも明らかになった。
　そ して,ピ アノ弾 き歌い レッスンの質保証の
ための要件 として,よ り効果的な非対面助言の
方法の工夫,対 面 レッスンとの相互補完,模 範
演奏視聴 との相互補完,注 釈付楽譜,歌 唱に関





奏の視聴 を並行 して実施 し,ま た,履 修学生が
提出する映像提出の数や曲も限定 しなかった。
そのため,DVD視 聴,非 対面助言それぞれの
効果 を統計的に抽出することはで きず,あ くま
で も予備実践に止 まった といえる。
　 そこで,こ の実践 を踏まえ,2008年 度には,
約100人 に対 してeラ ーニング教材視聴のみの
効果 を測定 し,併 せてeラ ーニング教材 に対す
るアンケー トを定量的に実施 し,現 在分析 中で
ある。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 り　　　　　　　　　　　　
　 また,ピ アノと歌の合体である弾 き歌いの場








































鈴木寛　　「ピアノ指導 における 「eラ ーニング」」
　　兵庫教育大学研究紀要 『実践教育研究19』,
　　pp.11-22　 (2005).












K. T. Nakahira, Y. Fukami, M. Akahane, "Com-
   bining Music Practicing with the Subm-
   ission of Self-made Videos for Pre-School 
   Teacher Education" the 15th International 
   conference on Computers in Education, Hi-
   roshima, Japan pp.  573  —  576  (2007).





K. T. Nakahira, Y. Fukami, M. Akahane, "Use of 
   electronic media for teaching singing with 
   simultaneous piano self-accompaniment" 
   Proceedings of the Second International 
   Conference on Kansei Engineering and 
   Affective Systems, pp.  145  —150 (2008).
                               Abstracts 
 Some 20 students were taught to sing and simultaneously accompany themselves on the piano using 
remote, non-face-to-face lessons assisted by the use of DVDs of model performances. The students' 
performances before and after the lessons were compared and analyzed. The analysis indicated gen-
eral improvements in many points on which advice had been given by the instructor. It also revealed 
that those students who had developed a good appreciation of their own performance, from the combi-
nation of the instructor's advice and the model performances, had made dramatic progress. 
 However, it was also found that in certain respects these remote, non-face-to-face lessons were not 
fully effective. To ensure the quality of the learning of simultaneous piano playing and singing, it is 
necessary to improve the non-face-to-face instruction method, complement it with face-to-face lessons, 
help students develop their performance image and develop a better appreciation of music from the 
model performance, help them check their fingering from e-learning material (annotated musical 
 scores)  , give improved advice on singing, and update the e-learning material periodically.
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